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雑誌をメイン媒体とした“日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」 

プロモーション”実施業務委託プロポーザル実施要領 

 

本要領は、雑誌をメイン媒体とした“日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」

プロモーション”実施業務を委託するに当たり、業務全般に関して最も適正な企画力、

技術力、実施体制、実績をもった業者を公募型プロポーザルにより委託業者を選定する

ために定めるものである。 

 

１ 業務概要 

(1) 目的 

雑誌社の持つ編集ノウハウや書店販売網を活用することで、日本遺産として認定

されたストーリー、構成文化財等の価値及び魅力を広く発信し、「銀の馬車道・鉱石

の道」沿線地域への誘客増につなげる。 

 (2) 業務名 

雑誌をメイン媒体とした“日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」プロモ

ーション”実施業務委託（以下「本業務」という。） 

 (3) 事業主体 

   日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」推進協議会（以下「協議会」という。） 

(4) 業務内容 

仕様書（別紙１）のとおり 

(5) 業務委託期間 

委託契約締結日から平成３０年３月３０日（金）まで 

 

２ 応募資格 

プロポーザル参加申込みをする者は、参加申込書の提出期限（平成２９年１０月 

１２日）現在において、次に掲げる条件を全て満たしていなければならない。 

(1) 協議会を構成する姫路市、福崎町、市川町、神河町、朝来市及び養父市（以下「６

市町」という。）並びに兵庫県において、いずれかの自治体の入札参加資格名簿に登

録されていること。 

(2) 協議会の構成員でないこと。 

(3) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「政令」という。）第１６７条

の４第１項に規定に該当しないこと。 

(4) 政令第１６７条の４第２項各号のいずれかに該当すると認められる者で、その事実

があった後３年を経過しないもの及びその者を代理人、支配人その他の使用人として

使用する者でないこと。 

(5) ６市町及び兵庫県のいずれかの指名停止基準に基づく指名停止期間中でないこと。 



2 

 

(6) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続きの開始の申し立てが

なされている者ではないこと。 

(7) 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされ

ていない者であること。 

(8) 法人にあっては、兵庫県税及び６市町の市税、町税、法人税並びに消費税及び地方

消費税に滞納がない者、個人にあっては兵庫県税及び６市町の市税、町税並びに申告

所得税、復興特別所得税、消費税及び地方消費税に滞納がない者であること。 

(9) 次のいずれにも該当しないこと。（地方自治法施行令第１６７条の４第１項第３号

に規定するものに該当するものを除く。） 

ア 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年５月１５

日法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団

員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴

力団員をいう。以下同じ。） 

イ 暴力団員が役員（法人等（法人その他の団体をいう。以下同じ。）において、業

務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問

その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、当該法人等に対し業務を執行

する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有するも

のと認められる者をいう。以下同じ。）として経営に関与しているもの（実質的に

関与している場合を含む。） 

ウ 暴力団員を相当の責任の地位にある者として使用し、又は代理人として選任し

ている者 

エ 次に掲げる行為をした者を、役員等（法人等にあっては、役員その他経営に実

質的に関与している者又は相当の責任の地位にある者（役員以外で業務に関し監

督する責任を有する使用人をいう。以下同じ。）をいい、個人にあっては、その者

又は経営に実質的に関与している者若しくは相当の責任の地位にある者をいう。

以下同じ。）としている者 

(ｱ) 自己若しくは第三者の利益を図り、又は第三者に損害を与えるため、暴力団

若しくは暴力団員の威力を利用する行為 

(ｲ) 暴力団又は暴力団員に資金的援助等の経済的便宜を図る行為 

(ｳ) (ｱ)又は(ｲ)に掲げるもののほか、暴力団又は暴力団員と社会的に非難される

関係を有していると認められる行為 

 

３ 実施スケジュール 

  本業務に係るスケジュールは以下のとおりとする。 

内容 期日等 

募集要領、仕様書等を提示 平成 29年 10月 12日（木） 

プロポーザル参加申込書の提出期限 平成 29年 10月 20日（金）17時まで 

質問受付期間 平成 29年 10月 23日（月）17時まで      

質問回答日 平成 29年 10月 24日（火）10時以降 
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提案書提出期限 平成 29年 10月 27日（金）17時 

プレゼンテーションの実施 平成 29年 11月 1日（水）午後 

選考結果通知発送 平成 29年 11月 2日（木） 

契約締結 平成 29年 11月 2日（木）17時以降 

１(4)に定める業務の実施 平成 30年 3月 30日（木）まで 

契約終了 平成 30年 3月 30日（木） 

   

４ プロポーザル参加申込書の提出 

(1) 受付期間 

平成２９年１０月１２日（木）から同年１０月２０日（金）１７時まで 

(2) 受付場所 

〒６７９－２３９２ 兵庫県神崎郡市川町西川辺１６５番地３ 

市川町総務課企画調整係内 

日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」推進協議会 

ＴＥＬ：０７９０－２６－１０１０ 

ＦＡＸ：０７９０－２６－１０４９ 

E-mail：soumu@town.ichikawa.hyogo.jp 

(3) 提出書類 

  ① プロポーザル参加申込書（様式第１号） 

② 誓約書（様式第２号） 

③ ２の（8）に規定する税目について未納がないことの納税証明書 

(4) 提出方法 

  持参又は郵送（受付期限日必着）による。 

 

５ 実施要領及び仕様書に関する質問の受付・回答 

(1) 平成２９年１０月２３日（月）１７時までに質問書（様式第５号）にて提出のこ

と。 

※ 提出は、持参、郵送、ファクシミリ又は電子メールによることとし、電話で

の質問には回答しない。また、質問提出締切日以降の質問は一切認めない。 

(2) 質問書の提出先 

   ４の(2)と同じ。 

 (3) 質問への回答 

平成２９年１０月２４日（火）１０時以降に速やかに、全ての質問と回答を記載

した同一の内容の書類をファクシミリ又は電子メールで全ての参加申込者に送付す

る。 

 



4 

 

６ 提案書等の提出 

(1) 提出期限 

平成２９年１０月２７日（金）１７時まで（必着） 

(2) 提出場所 

４の(2)と同じ。 

(3) 提出書類 

① 提案書（様式任意） 

  ・提案書はＡ４サイズまたはＡ３サイズの用紙を用いることとする。 

  ・提案書には、仕様書を踏まえ下記の事項を記載すること。 

   ア 作成コンセプト 

   イ 提案概要（発行部数、ページ数も記載すること） 

   ウ 作成スケジュール 

   エ その他特記事項 

② 見積書（様式任意） 

人件費、物件費その他諸経費を詳細に記載し、消費税及び地方消費税を除いた価格

並びに税込価格を記載すること。また、見積書には社印及び代表者印を押印するこ

と。 

③ 業務実施体制（様式第３号） 

④ 業務実績（様式第４号） 

 概ね２ヶ年以内において、地方公共団体から受託し製作した日本遺産、観光関 

連記事の実績を添付すること。 

  ⑤  会社概要書（最新のもの） 

(4) 提出部数 

原本１部、副本１４部（１部ずつまとめること。） 

(5) 提出方法 

持参又は郵送（提出期限日必着）により提出すること。 

 

７ 提案書作成に関する注意事項 

(1) 別紙１の仕様書を参考に提案すること。 

(2) 本業務プロポーザルに要した費用については、事業提案者が負担するものとする。 

(3) 提案書の枚数については、特に制限しないが、簡潔に内容が分かるように配慮す

ること。また、実現性のある提案を行うこと。 

 

８ 本件の予算額 

４，３２０千円（消費税及び地方消費税を含む。） 

上記の予算を目安に提案書を作成すること（見積額は、本件の予算額以内とする。）。 
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※ 受託候補者として特定した場合は、別途、契約締結に係る交渉を行うため、こ

の上限価格での契約を約するものではありません。 

 

９ 業者選定 

(1)雑誌をメイン媒体とした“日本遺産「播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道」プロモー

ション”実施業務委託業者選定委員会において、提案書の審査及びプレゼンテーシ

ョンの内容審査により評価し、合計点の最上位の者を最優秀者とする。 

 (2) 評価基準は下表のとおりとする。 

評価項目 審査の視点 

企
画
内
容
等 

１ 実施方針 作成コンセプトは、事業の目的に合っているか。 

事業内容に関する理解度はあるか。 

２ 掲載紙 記事を掲載する雑誌の発行部数、発行エリア、作成コン

セプトなどは、日本遺産に興味があると思われる層への

情報発信が期待されるか。 

３ 企画及び構成 企画の内容は、日本遺産に興味があると思われる層に対

して、「銀の馬車道・鉱石の道」の魅力を伝え、観光客

誘致につながるようなものになっているか。 

ページ数が十分に確保されているか。 

４ 独自提案 目的達成の効果を高めるような独自の提案となってい

るか。 

業
務
遂
行
能
力 

５ 実施能力 担当者や責任者の配置、連絡調整等、必要な作業量や手

順を適切に想定しているか。 

６ 計画性 事業計画に無理がなく、妥当なスケジュールであるか。 

７ 業務管理 担当者の守秘義務や、利用者の個人情報の取り扱い、苦

情処理体制など業務を適切に遂行する体制を整えてい

るか。 

８ 実績 過去２年以内において、地方自治体から類似の業務を受

託した実績があるか。 

経
費 

９ 妥当性 事業の遂行に支障のない妥当な経費見積もりであるか。

積算根拠は、事業に必要な経費が明確に示されている

か。 

10 優位性 提案内容に比して、経費見積もりが経済的であるか。 

 

 (3) 提案者が１名のみの場合も、総合評価点が 7 割を超えており、且つ、提案の内容

について契約の目的を十分に達成できるものであると判断できるときは、当該者を

最優秀提案者として選定する。 
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(4) プレゼンテーション 

 ① 日時及び場所 

    日時 平成２９年１１月１日（水） 

          ※時間帯の詳細については、後日連絡する。 

     場所 市川町就業改善センター２階 研修室（市川町役場駐車場内） 

  ② 実施時間 １事業者につき３０分以内（プレゼンテーション１５分以内、質疑応

答１５分以内とする。） 

 ③ その他 
ア プレゼンテーションは非公開とする。 
イ プレゼンテーションは、提出された資料を基に行うこと。追加提案の説明や 
  追加資料の配布は認めない。 

   ウ 視聴覚機器を使用する場合は、プレゼンテーションに使うスクリーンはこち
らで準備するが、プロジェクターやパソコン機器などは、事業者で準備する
こと。 

 

１０ 提出書類作成上の注意点 

(1) プロポーザル参加申込書及び誓約書の提出後、参加を辞退する場合は、直ちにそ 

の旨を書面で連絡すること。 

(2) 提出する提案は、各社１件とする。 

(3) 提出書類の内容に関し、疑問点や確認事項が発生した場合は、その都度、説明を 

求めることがある。 

(4) 提出書類の作成及び提出に要する費用は、参加申込者の負担とする。 

(5) 提出された書類は、返却しない。 

(6) 提案に当たっては、著作権等第三者の権利に関わるものの使用については、提案 

者の責任において処理すること。 

(7) プロポーザルへの参加申込者は、参加を通じて知り得た情報を漏らさないこと。 

 

１１ 選定結果の通知 

(1) 選定の結果は、結果のいかんにかかわらず、速やかにプロポーザル参加各社宛に

書面で通知する。 

(2) 選定に対する異議申立ては、一切受け付けない。 

 

１２ その他特記事項 

(1) 本件における提案はあくまでもプロポーザル企画提案とし、受託候補者選定の審 

査材料となるものであり、実際の業務推進に当たっては、本協議会と協議した上で 

決定することとなるので留意すること。 

(2) 次のいずれかに該当する場合は、本件プロポーザルへの参加資格を無効とする。 
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① 期限までに提案書等を提出しない場合 

② 提出書類に虚偽の記載がある場合 

③ 見積額が予算額を超える場合 

(3) 上記記載の日時に変更がある場合は、指示に従うこと。 

(4) 別紙２「日本遺産魅力発信推進事業について」の記載事項について留意すること。 

 

１３ 問合せ先 

〒６７９－２３９２ 兵庫県神崎郡市川町西川辺１６５番地３ 

市川町総務課企画調整係内 

日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」推進協議会 

ＴＥＬ：０７９０－２６－１０１０ 

ＦＡＸ：０７９０－２６－１０４９ 

E-mail：soumu@town.ichikawa.hyogo.jp 

 


